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第３期　定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

連結株主資本等変動計算書

連 　 結 　 注 　 記 　 表

株主資本等変動計算書

個 　 別 　 注 　 記 　 表

株式会社九州フィナンシャルグループ
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第３期 (平成29年 4 月 1日から
平成30年 3 月31日まで ) 連結株主資本等変動計算書

（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

当 期 首 残 高 36,000 194,112 335,146 △3,601 561,657

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △5,454 △5,454

親会社株主に帰属する当期純利益 19,395 19,395

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0

自 己 株 式 の 処 分 0 0 0

土地再評価差額金の取崩 15 15

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 ― 0 13,957 △0 13,956

当 期 末 残 高 36,000 194,112 349,103 △3,601 575,613

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 土地再評価
差 額 金

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 45,937 △3,580 6,088 △3,332 45,112 8,265 615,035

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △5,454

親会社株主に帰属する当期純利益 19,395

自 己 株 式 の 取 得 △0

自 己 株 式 の 処 分 0

土地再評価差額金の取崩 15

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ） 2,317 1,703 △15 78 4,083 472 4,556

当 期 変 動 額 合 計 2,317 1,703 △15 78 4,083 472 18,512

当 期 末 残 高 48,255 △1,876 6,072 △3,254 49,196 8,737 633,548

－ 1 －
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連結注記表

　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
　子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条の２に
基づいております。

連結計算書類の作成方針
⑴　連結の範囲に関する事項

①　連結される子会社及び子法人等　　　　　　　　　　　　　　　　17社
株式会社肥後銀行
株式会社鹿児島銀行
九州ＦＧ証券株式会社
肥銀リース株式会社
鹿児島リース株式会社
肥銀カード株式会社
株式会社肥銀コンピュータサービス
肥銀キャピタル株式会社
肥銀ビジネスサポート株式会社
肥銀ビジネス開発株式会社
肥銀事務サービス株式会社
株式会社鹿児島カード
鹿児島保証サービス株式会社
株式会社九州経済研究所
かぎんオフィスビジネス株式会社
かぎん代理店株式会社
かぎん会計サービス株式会社

　なお、九州ＦＧ証券株式会社は、平成29年６月１日に新規設立（設立時商号：九州Ｆ
Ｇ証券設立準備株式会社）し、当連結会計年度から連結しております。

また、以下の３社については、商号を変更しております。

変更日 変更前 変更後
平成29年10月１日 株式会社肥銀用度センター 肥銀ビジネスサポート株式会社
平成30年４月１日 肥銀ビジネス開発株式会社 肥銀ビジネス教育株式会社
平成30年４月１日 かぎん会計サービス株式会社 九州会計サービス株式会社

②　非連結の子会社及び子法人等　　　　　　　　　　　　　　　　　２社
肥後３号地域活性化投資事業有限責任組合
肥後６次産業化投資事業有限責任組合
　非連結の子会社及び子法人等は、その資産、経常収益、当期純損益（持分に見合う額）、
利益剰余金（持分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等から
みて、連結の範囲から除いても企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断
を妨げない程度に重要性が乏しいため、連結の範囲から除外しております。

－ 2 －
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⑵　持分法の適用に関する事項
①　持分法適用の非連結の子会社及び子法人等

該当ありません。
②　持分法適用の関連法人等

該当ありません。
③　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等　　　　　　　　　　２社

肥後３号地域活性化投資事業有限責任組合
肥後６次産業化投資事業有限責任組合

④　持分法非適用の関連法人等　　　　　　　　　　　　　　　　　　５社
肥後・鹿児島地域活性化投資事業有限責任組合
ＫＦＧアグリ投資事業有限責任組合
熊本復興応援投資事業有限責任組合
熊本地震事業再生支援投資事業有限責任組合
肥銀ブリッジ投資事業有限責任組合
　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等並びに関連法人等は、当期純損益（持分
に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持分に見
合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に重要な影響を与えない
ため、持分法の対象から除いております。
　なお、肥銀ブリッジ投資事業有限責任組合については、当連結会計年度に新設いたし
ました。

⑶　連結される子会社及び子法人等の事業年度等に関する事項
連結される子会社及び子法人等の決算日は次のとおりであります。

３月末日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17社

－ 3 －
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会計方針に関する事項
⑴　特定取引資産・負債の評価基準及び収益・費用の計上基準

　銀行業及び金融商品取引業を営む連結される子会社の金利、通貨の価格、金融商品市場に
おける相場その他の指標に係る短期的な変動、市場間の格差等を利用して利益を得る等の目
的（以下、「特定取引目的」という。）の取引については、取引の約定時点を基準とし、連
結貸借対照表上「特定取引資産」及び「特定取引負債」に計上するとともに、当該取引から
の損益を連結損益計算書上「特定取引収益」及び「特定取引費用」に計上しております。
　特定取引資産及び特定取引負債の評価は、有価証券及び金銭債権等については連結決算日
の時価により、スワップ・先物・オプション取引等の派生商品については連結決算日におい
て決済したものとみなした額により行っております。
　また、特定取引収益及び特定取引費用の損益計上は、当連結会計年度中の受払利息等に、
有価証券及び金銭債権等については前連結会計年度末と当連結会計年度末における評価損益
の増減額を、派生商品については前連結会計年度末と当連結会計年度末におけるみなし決済
からの損益相当額の増減額を加えております。

⑵　有価証券の評価基準及び評価方法
(ｲ) 有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額

法）、持分法非適用の非連結子会社・子法人等株式及び持分法非適用の関連法人等株式に
ついては移動平均法による原価法、その他有価証券については原則として連結決算日の市
場価格等に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、ただし時価を把
握することが極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法により行っ
ております。
　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しておりま
す。
(ﾛ) 有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されて

いる有価証券の評価は、時価法により行っております。

⑶　デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　デリバティブ取引（特定取引目的の取引を除く）の評価は、時価法により行っております。

⑷　固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産

　当社及び銀行業を営む連結される子会社の有形固定資産は、定率法（ただし、平成10年
４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに平成28年４月１日以後に取
得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。
　また、主な耐用年数は次のとおりであります。

建　物：19年～50年
その他： 2 年～20年

　その他の連結される子会社及び子法人等の有形固定資産については、資産の見積耐用年
数に基づき、主として定率法により償却しております。

－ 4 －
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②　無形固定資産
　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアにつ
いては、当社並びに連結される子会社及び子法人等で定める利用可能期間（５年）に基づ
いて償却しております。

⑸　貸倒引当金の計上基準
　銀行業を営む連結される子会社の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、
次のとおり計上しております。
　「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指
針」（日本公認会計士協会銀行等監査特別委員会報告第４号　平成24年７月４日）に規定す
る正常先債権及び要注意先債権に相当する債権については、過去の一定期間における各々の
貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。
　なお、一部の銀行業を営む連結される子会社の要注意先債権に相当する債権において、貸
出条件緩和債権等を有する債務者で与信額が一定額以上の大口債務者のうち、債権の元本の
回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フローを合理的に見積もることができる債権につ
いては、当該キャッシュ・フローを貸出条件緩和実施前の約定利子率で割り引いた金額と債
権の帳簿価額との差額を貸倒引当金とする方法（キャッシュ・フロー見積法）により計上し
ております。また、当該大口債務者のうち、将来キャッシュ・フローを合理的に見積もるこ
とが困難な債務者に対する債権については、個別的に残存期間を算定し、その残存期間に対
応する今後の一定期間における予想損失額を計上しております。
　破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証に
よる回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必要と
認める額を計上しております。
　破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能
見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。
　なお、すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、
当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しております。
　その他の連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒
実績率等を勘案して必要と認めた額を、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収
可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しております。

⑹　睡眠預金払戻損失引当金の計上基準
　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止し利益計上を行った睡眠預金の払戻請求に備
えるため、過去の支払実績等を勘案して必要と認められる額を計上しております。

⑺　偶発損失引当金の計上基準
　偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度等の代位弁済に伴い発生する負担金等
の支払いに備えるため、将来発生する損失額を見積り計上しております。

－ 5 －
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⑻　特別法上の引当金の計上基準
　特別法上の引当金は、金融商品取引業を営む連結される子会社の金融商品取引責任準備金
であり、証券事故による損失に備えるため、金融商品取引法第46条の５及び金融商品取引業
等に関する内閣府令第175条の規定に定めるところにより算出した額を計上しております。

⑼　退職給付に係る会計処理の方法
　銀行業を営む連結される子会社の退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結
会計年度末までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準によっております。また、
過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。

過去勤務費用　　：その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）
による定額法により損益処理

数理計算上の差異：各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年
数（10年）による定額法又は定率法により按分した額を、それぞれ
発生の翌連結会計年度から損益処理

　なお、その他の連結される子会社及び子法人等は、退職給付に係る負債及び退職給付費用
の計算に、退職給付に係る期末要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用し
ております。

⑽　外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建資産・負債は、連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。

⑾　リース取引の処理方法
　ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準は、リース料受取時にその他業務収益と
その他業務費用を計上する方法によっております。

⑿　重要なヘッジ会計の方法
(ｲ) 金利リスク・ヘッジ

　銀行業を営む連結される子会社の金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ
会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱
い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第24号　平成14年２月13日。以下、「業
種別監査委員会報告第24号」という。）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ
有効性評価の方法については、貸出・債券等の金利変動リスクを減殺する目的で行うヘッ
ジ、及びキャッシュ・フローを固定する目的で行うヘッジについて、ヘッジ対象とヘッジ
手段の金利変動要素等の相関関係を検証しております。
　また、一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。
(ﾛ) 為替変動リスク・ヘッジ

　銀行業を営む連結される子会社の外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対
するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び
監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第25号　平成14年７月29
日）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨
建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワ
ップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手

－ 6 －
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段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することによりヘッジの有効性を評価し
ております。

⒀　消費税等の会計処理
　当社並びに連結される子会社及び子法人等の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方
式によっております。

－ 7 －
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注記事項
（連結貸借対照表関係）

１．関係会社の出資金総額（連結子会社及び連結子法人等の株式を除く）　　　 3,458百万円

２．無担保の消費貸借契約（債券貸借取引）により貸し付けている有価証券が、「有価証券」
中の国債に58,005百万円含まれております。

３．貸出金のうち、破綻先債権額は2,473百万円、延滞債権額は83,980百万円であります。
　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の
事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなか
った貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下、「未収利息不計上貸出金」という。）の
うち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる
事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。
　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建
又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。

４．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は198百万円であります。
　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上
遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。

５．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は53,742百万円であります。
　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利
の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを
行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しないものであります。

６．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は
140,394百万円であります。
　なお、上記３．から６．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

７．手形割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しております。こ
れにより受け入れた商業手形及び買入外国為替は、売却又は（再）担保という方法で自由に
処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、23,040百万円であります。

８．担保に供している資産は次のとおりであります。
担保に供している資産

有価証券 1,001,423百万円
リース債権及びリース投資資産 1,708百万円
その他資産 4百万円

担保資産に対応する債務
預金 32,908百万円
売現先勘定
債券貸借取引受入担保金

158,393百万円
301,903百万円

借用金 284,658百万円
　上記のほか、為替決済、指定金融機関等の取引の担保として、有価証券13,854百万円及び
その他資産108,096百万円を差し入れております。
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　また、その他資産には、保証金703百万円、金融商品等差入担保金4,646百万円及び中央
清算機関差入証拠金13,201百万円が含まれております。

９．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し
出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金
を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、
1,547,925百万円であります。このうち原契約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無
条件で取消可能なものが1,500,599百万円あります。
　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残
高そのものが必ずしも当社並びに連結される子会社及び子法人等の将来のキャッシュ・フロ
ーに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の
保全及びその他相当の事由があるときは、連結される子会社及び子法人等が実行申し込みを
受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。
また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定
期的に予め定めている社内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、
与信保全上の措置等を講じております。

10．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、株式会社肥
後銀行の事業用の土地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当
額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地
再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価を行った年月日　　　　　　　　　　平成11年３月31日
同法律第３条第３項に定める再評価の方法
　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第３
号に定める土地課税台帳に登録されている価格（固定資産税評価額）に合理的な調整を行
って算出。
　同法律第10条に定める再評価を行った事業用の土地の当連結会計年度末における時価
の合計額と当該事業用の土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額 11,015百万円

11．有形固定資産の減価償却累計額 72,044百万円

12．有形固定資産の圧縮記帳額 3,424百万円

13．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社
債に対する保証債務の額は20,135百万円であります。
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（連結損益計算書関係）
「その他の経常収益」には、株式等売却益5,747百万円を含んでおります。

（連結株主資本等変動計算書関係）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：千株）
当連結会計年度期首株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末株式数 摘要

発 行 済 株 式
普 通 株 式 463,375 ― ― 463,375

自 己 株 式
普 通 株 式 8,861 0 0 8,861 （注）

（注）当連結会計年度における自己株式の増減は、単元未満株式の買取りによる増加及び単元未満
株式の買増請求による減少であります。

２．配当に関する事項
⑴　当連結会計年度中の配当金支払額
（決議） 株 式 の 種 類 配当金の総額 １株当たり配当額 基 準 日 効力発生日

平成29年５月11日
取 締 役 会 普通株式 2,727百万円 6.0円 平成29年

３月31日
平成29年
６月22日

平成29年11月14日
取 締 役 会 普通株式 2,727百万円 6.0円 平成29年

９月30日
平成29年
12月８日

合 計 5,454百万円

⑵　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度の末
日後となるもの

（決議） 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 １ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効力発生日

平成30年５月11日
取 締 役 会 普通株式 2,727百万円 利益剰余金 6.0円 平成30年

３月31日
平成30年
６月27日
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（金融商品関係）
１．金融商品の状況に関する事項

⑴　金融商品に対する取組方針
　当社グループは、個人や法人等の預金者から受け入れた預金や短期金融市場から調達し
た資金などをもとに、資金の貸出や有価証券運用などを行う銀行業を中心に、証券業務、
クレジットカード業務、リース業務などの金融サービスに係る事業を行っております。
　保有する金融資産及び金融負債は金利変動や価格変動などを伴うため、不利な影響が生
じないよう、オフバランス取引を含むグループ全体の資産及び負債を対象にリスクを統合
的に把握・コントロールし、収益の向上と安定化を図るべく資産及び負債の総合的管理（Ａ
ＬＭ）を行っております。その一環としてデリバティブ取引も行っております。

⑵　金融商品の内容及びそのリスク
①　金融資産

　当社グループが保有する金融資産のうち、最も大きなウェイトを占めるのは貸出金で
あり、主として国内法人及び個人に対するものです。貸出金は信用リスクに晒されてお
り、取引先の信用状況が悪化し、債務の支払いが不能となった場合、貸倒等の損失を被
る可能性があります。また、固定金利の貸出金については、市場リスクに晒されており、
市場金利の変動により時価が変動する可能性があります。
　次に大きなウェイトを占めるのが有価証券であり、国内債券に加え、株式や海外債券、
投資信託等を保有しております。保有する有価証券は、市場リスクに晒されており、金
利や株価、為替等のリスク・ファクターの変動により、時価が変動し損失を被る可能性
があります。加えて、流動性の低下により時価が下落する流動性リスクにも晒されてお
ります。また、債券や株式など一部の有価証券については信用リスクに晒されており、
発行体の信用状況が悪化した場合には、減損等の損失を被る可能性があります。

②　金融負債
　当社グループの金融負債のうち預金等及び市場性の資金調達については、流動性リス
クに晒されており、当社グループの信用力が低下することにより、預金の流出や必要な
資金が調達できなくなる可能性に加え、不利な条件での取引を余儀なくされることによ
り損失を被る可能性があります。なお、当社の一部のグループ会社については、借入金
により資金調達を行っており、同様に流動性リスクに晒されております。
　また、固定金利の調達については、市場リスクに晒されており、市場金利の変動によ
り時価が変動する可能性があります。

③　デリバティブ
　当社グループが行っているデリバティブ取引には、金利スワップ取引や為替・通貨ス
ワップ取引等があります。リスク・ヘッジを目的とした取引については、繰延ヘッジや
特例処理等によるヘッジ会計を適用しており、時価の変動比率や契約内容を基に、ヘッ
ジの有効性を評価しています。デリバティブ取引についても、取引先の信用状況が悪化
し、契約が履行されない信用リスクや、リスク・ファクターの変動に伴う市場リスクに
晒されております。
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⑶　金融商品に係るリスク管理体制
①　リスク管理の基本方針

　当社グループでは、リスク管理を経営の重要課題と位置づけ、リスク管理の徹底に関
する組織・体制の強化を図っております。各種リスクを正しく把握し、かつ、金融情勢
の変化に対応してリスクを適切に管理することにより、当社グループの健全性の維持・
向上と経営基盤の確立を図っております。

②　統合リスク管理
　当社グループでは、各種リスクを一元的に把握・合算し、全体のリスク量が経営体力
に対して大きすぎないかを管理するため統合リスク管理を行っております。また、自己
資本の範囲内で各種リスクに対する備えとしてリスク資本を配賦する態勢を導入し、経
営の健全性確保と収益性・効率性の向上に努めております。
Ａ　信用リスク

　当社グループでは、貸出金の審査・管理部門は営業推進部門と分離し、相互牽制機
能による厳格な審査・管理を行うとともに、与信ポートフォリオについても、特定の
地域、業種、企業、グループ等への与信集中の管理を適切に行っております。
　また、取引先の信用度合いの正確な把握と信用リスク管理の精緻化を目的に「信用
格付制度」を導入し、融資方針や貸出金利の決定に有効に活用しております。自己査
定については監査する独立の部署を設け、営業店・審査部門への相互牽制機能をもた
せることにより自己査定の正確性向上を図るとともに、自己査定基準や運用状況の適
切性について監査法人の監査を受けております。

Ｂ　市場リスク
　当社グループでは、的確な市場リスクコントロールによる安定的な収益の確保を図
るため、ＶａＲ（バリュー・アット・リスク（一定の保有期間及び特定の確率の範囲
内で想定される最大損失額））等の手法によりリスクを把握したうえで、ＡＬＭ委員
会等において、金利予測や収益計画に基づき、リスク・テイクやリスク・ヘッジの方
針等を決定しております。
　当社グループにおいて、金利変動リスクの影響を受ける金融商品には、預金・貸出
金・債券・金利関連デリバティブ取引等があり、価格変動リスクの影響を受ける金融
商品には、債券・株式・株式投資信託・株式関連デリバティブ取引等があります。当
社グループでは、これらの金融商品について株式会社肥後銀行及び株式会社鹿児島銀
行がそれぞれにおいて市場リスク量を算定し管理しております。
　肥後銀行は主にヒストリカル・シミュレーション法（保有期間10日～６ヶ月、信頼
区間99％、観測期間５年）によるＶａＲを計測しており、平成30年３月31日現在で
は、金利変動リスクに係るＶａＲが162億円、株価変動リスクに係るＶａＲが173億
円となっております。
　また、鹿児島銀行では、当連結会計年度よりヒストリカル・シミュレーション法（保
有期間10日～６ヶ月、信頼区間99％、観測期間５年）によるＶａＲを計測し、平成
30年３月31日現在では、金利変動リスクに係るＶａＲが127億円、価格変動リスク
に係るＶａＲが176億円となっております。
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　なお、ＶａＲの値についてはバックテスト等による検証を定期的に実施しておりま
すが、過去の市場の変動を基に一定の発生確率を前提として計測しているため、過去
にない規模の市場変動の影響まで捕捉するものではありません。また、その金額等か
ら影響が軽微な一部の金融商品や、一部のグループ会社の金融商品につきましては定
量的分析を実施しておりません。

Ｃ　流動性リスク
　当社グループでは、流動性リスクに対応するため資金繰りに関する管理部署を定め、
日次、週次、月次にて資金繰り状況を把握・分析し、必要に応じて適切な市場調達を
実施しております。また、不測の事態に備え資金繰り逼迫度に応じて、各々の局面に
おいて迅速な対応が行えるよう、対応策や報告連絡体制を定めております。

⑷　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用
しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項
　平成30年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとお
りであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められる非上場株式等は、次表
には含めておりません（（注２）参照）。

（単位：百万円）
連結貸借対照表

計上額 時 価 差 額

⑴ 現 金 預 け 金 926,404 926,404 －
⑵ コ ー ル ロ ー ン 及 び 買 入 手 形 41,184 41,184 －
⑶ 特 定 取 引 資 産

売 買 目 的 有 価 証 券 3,420 3,420 －
⑷ 有 価 証 券

満 期 保 有 目 的 の 債 券 14,763 14,812 48
そ の 他 有 価 証 券 2,277,417 2,277,417 －

⑸ 貸 出 金 6,446,199
貸　倒　引　当　金　(＊1) △61,099

6,385,099 6,428,783 43,684
資 産 計 9,648,290 9,692,023 43,733

⑴ 預 金 8,345,635 8,346,578 942
⑵ 譲 渡 性 預 金 227,358 227,372 14
⑶ コ ー ル マ ネ ー 及 び 売 渡 手 形 － － －
⑷ 売 現 先 勘 定 161,458 161,458 －
⑸ 債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金 305,962 305,962 －
⑹ 借 用 金 299,159 299,144 △14

負 債 計 9,339,574 9,340,516 942
デ リ バ テ ィ ブ 取 引 (＊2)

ヘッジ会計が適用されていないもの 202 202 －
ヘッジ会計が適用されているもの (2,696) (2,696) －

デ リ バ テ ィ ブ 取 引 計 (2,494) (2,494) －
（＊1）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
（＊2）特定取引資産・負債及びその他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表

示しております。
デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の
債務となる項目については、（　）で表示しております。
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（注１）金融商品の時価の算定方法
資　産
⑴　現金預け金

　満期のない預け金及び短期間（１年以内）の預け金については、時価は帳簿価額と近似して
いることから、当該帳簿価額を時価としております。

⑵　コールローン及び買入手形
　これらは、約定期間が短期間（１年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、
当該帳簿価額を時価としております。

⑶　特定取引資産
　特定取引目的で保有している債券等の有価証券については、取引所の価格又は取引金融機関
から提示された価格によっております。

⑷　有価証券
　株式は取引所の価格、債券は主として取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格に
よっております。投資信託は、公表されている基準価格によっております。
　自行保証付私募債等の市場価格がない債券については、貸出金と同様の方法等により合理的
な時価を算定しております。
　なお、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については「（有価証券関係）」に記載し
ております。

⑸　貸出金
　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状
態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価
額を時価としております。固定金利によるものは、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく
区分ごとに、元利金の合計額をスワップレートをベースに信用スプレッド等を加味した利率、
又は同様の新規貸出を行った場合に想定される利率等で割り引いて時価を算定しております。
　また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・
フローの現在価値又は担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定している
ため、時価は連結決算日における連結貸借対照表上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控
除した金額に近似しており、当該価額を時価としております。
　貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により、返済期限を設けてい
ないものについては、返済見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているも
のと想定されるため、帳簿価額を時価としております。

－ 15 －
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負　債
⑴　預金

　要求払預金については、連結決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなし
ております。また、定期預金の時価は、一定の期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フロ
ーを割り引いて現在価値を算定しております。その割引率は、新規に預金を受け入れる際に使
用する利率を用いております。なお、預入期間が短期間（１年以内）の外貨定期預金について
は、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

⑵　譲渡性預金
　譲渡性預金の時価は、一定の期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フローを割り引いて
現在価値を算定しております。その割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用
いております。

⑶　コールマネー及び売渡手形
　これらは、約定期間が短期間（１年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、
当該帳簿価額を時価としております。

⑷　売現先勘定
　残存期間が短期間（１年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿
価額を時価としております。

⑸　債券貸借取引受入担保金
　残存期間が短期間（１年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿
価額を時価としております。

⑹　借用金
　借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社並びに連結
される子会社及び子法人等の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価
額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。固定金利によるも
のは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額を同様の借入において想定され
る利率で割り引いて現在価値を算定しております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のも
のは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

デリバティブ取引
　デリバティブ取引は、金利関連取引（金利先物、金利オプション、金利スワップ等）、通貨
関連取引（通貨先物、通貨オプション、通貨スワップ等）、株式関連取引（株式指数先物、株
式指数オプション等）、債券関連取引（債券先物、債券先物オプション等）及び商品関連取引
（商品先物、商品オプション等）であり、取引所の価格、割引現在価値やオプション価格計算
モデル等により算出した価額によっております。

－ 16 －
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（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の連結貸借対照表計上額は次のと
おりであり、金融商品の時価情報「資産⑷　その他有価証券」には含まれておりません。

（単位：百万円）
区 分 連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

非 　上 　場 　株 　式 　等 (＊1)(＊2) 4,015

組 　合 　出 　資 　金 　等　　　 (＊3) 7,955

合 計 11,971

（＊1) 非上場株式等については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められる
ことから時価開示の対象とはしておりません。

（＊2) 当連結会計年度において、非上場株式について２百万円減損処理を行っております。
（＊3) 組合出資金等のうち、組合財産が非上場株式など時価を把握することが極めて困難と認めら

れるもので構成されているものについては、時価開示の対象とはしておりません。

－ 17 －

連結注記表



2018/05/25 16:54:56 / 17368198_株式会社九州フィナンシャルグループ_招集通知（Ｆ）

（有価証券関係）
　連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「特定取引資産」中の商品有価証券が含まれておりま
す。

１．売買目的有価証券（平成30年３月31日現在）

当 連 結 会 計 年 度 の 損 益 に
含まれた評価差額 (百万円 )

売 買 目 的 有 価 証 券 4

２．満期保有目的の債券（平成30年３月31日現在）

種 類
連 結 貸 借 対
照 表 計 上 額
( 百 万 円 )

時 価
( 百 万 円 )

差 額
( 百 万 円 )

時価が連結貸借対照
表計上額を超えるも
の

国 債 － － －

地 方 債 － － －

社 債 11,972 12,052 80

そ の 他 － － －

小 計 11,972 12,052 80

時価が連結貸借対照
表計上額を超えない
もの

国 債 － － －

地 方 債 － － －

社 債 2,790 2,759 △31

そ の 他 － － －

小 計 2,790 2,759 △31

合 計 14,763 14,812 48

－ 18 －
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３．その他有価証券（平成30年３月31日現在）

種 類
連 結 貸 借 対
照 表 計 上 額
( 百 万 円 )

取 得 原 価
( 百 万 円 )

差 額
( 百 万 円 )

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

株 式 122,923 75,275 47,648

債 券 1,363,051 1,339,342 23,709

国 債 765,752 749,791 15,960

地 方 債 145,271 141,187 4,083

短 期 社 債 － － －

社 債 452,028 448,362 3,666

そ の 他 258,393 247,485 10,908

う ち 外 国 証 券 194,785 191,734 3,051

小 計 1,744,369 1,662,102 82,266

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

株 式 26,495 30,541 △4,045

債 券 256,093 259,202 △3,109

国 債 73,821 74,955 △1,133

地 方 債 66,136 67,827 △1,691

短 期 社 債 17,000 17,000 －

社 債 99,135 99,419 △284

そ の 他 250,459 257,745 △7,286

う ち 外 国 証 券 194,851 200,755 △5,903

小 計 533,048 547,490 △14,442

合 計 2,277,417 2,209,592 67,824

（注）市場価格等がなく、時価を把握することが極めて困難と認められる非上場株式等（連
結貸借対照表計上額11,971百万円）については、上表の「その他有価証券」に含め
ておりません。

－ 19 －
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４．当連結会計年度中に売却した満期保有目的の債券
　　（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

売 却 原 価
（百万円）

売 却 額
（百万円）

売 却 損 益
（百万円）

国 債 － － －

地 方 債 － － －

社 債 220 220 0

そ の 他 － － －

合 計 220 220 0
　　　　（売却の理由）買入消却によるものであります。

５．当連結会計年度中に売却したその他有価証券
　　（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

売 却 額
（百万円）

売却益の合計額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

株 式 25,655 5,342 253

債 券 212,318 2,137 742

国 債 211,517 2,137 742

地 方 債 － － －

社 債 801 － 0

そ の 他 224,862 1,070 6,463

う ち 外 国 証 券 203,907 660 5,245

合 計 462,837 8,549 7,459

－ 20 －
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６．減損処理を行った有価証券
　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のう
ち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復
する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって連結貸借対照表計上額
とするとともに、評価差額を当連結会計年度の損失として処理（以下、「減損処理」という。）
しております。
　当連結会計年度における減損処理額はありません。
　なお、当該有価証券の減損にあたっては、連結会計年度末日における時価の取得原価に対
する下落率が50％以上の銘柄について一律減損処理するとともに、30％以上50％未満の銘
柄について過去一定期間の時価の推移や発行会社の信用リスク等を判断基準として減損処理
しております。

（金銭の信託関係）
１．運用目的の金銭の信託（平成30年３月31日現在）

連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額
（百万円）

当連結会計年度の損益に含まれた評価差額
（百万円）

運用目的の金銭の信託 17,815 △193

２．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（平成30年３月31日現在）

連結貸借対照表
計上額

（百万円）
取得原価

（百万円）
差　額

（百万円）

うち連結貸借対照
表計上額が取得原
価を超えるもの

（百万円）

うち連結貸借対照
表計上額が取得原
価を超えないもの

（百万円）

その他の
金銭の信託 140 140 － － －

（注）「うち連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの」「うち連結貸借対照表計上
額が取得原価を超えないもの」はそれぞれ「差額」の内訳であります。

（１株当たり情報）
１株当たりの純資産額 1,374円67銭
１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益金額 42円67銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり親会社株主に帰属する当期純利益金額については、潜在株式
がないため記載しておりません。

－ 21 －
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第３期 (平成29年 4 月 1日から
平成30年 3 月31日まで) 株主資本等変動計算書

（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 そ の 他 資 本 剰 余 金 資 本 剰 余 金 合 計

当 期 首 残 高 36,000 9,000 406,051 415,051

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当

当 期 純 利 益

自 己 株 式 の 取 得

自 己 株 式 の 処 分 0 0

当 期 変 動 額 合 計 ― ― 0 0

当 期 末 残 高 36,000 9,000 406,051 415,051

株 主 資 本

純 資 産 合 計
利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本 合 計その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 5,175 5,175 △3,601 452,625 452,625

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △5,454 △5,454 △5,454 △5,454

当 期 純 利 益 8,331 8,331 8,331 8,331

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0 △0

自 己 株 式 の 処 分 0 0 0

当 期 変 動 額 合 計 2,877 2,877 △0 2,877 2,877

当 期 末 残 高 8,053 8,053 △3,601 455,502 455,502

－ 22 －
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個別注記表

　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

重要な会計方針
１．有価証券の評価基準及び評価方法

　有価証券の評価は、子会社株式については、移動平均法による原価法により行っております。

２．固定資産の減価償却の方法
⑴　有形固定資産（リース資産を除く）

　有形固定資産は、定率法（ただし、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構
築物については定額法）を採用しております。また、主な耐用年数は次のとおりであります。

建　　　　物　　　10年～15年
器具及び備品　　　 4 年～15年

⑵　無形固定資産（リース資産を除く）
　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについ
ては、社内における利用可能期間（５年）に基づいて償却しております。

⑶　リース資産
　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、リー
ス期間を耐用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額については、リー
ス契約上に残価保証の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零として
おります。

３．消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税（以下、「消費税等」という。）の会計処理は、税抜方式によってお
ります。

注記事項
（貸借対照表関係）
１．有形固定資産の減価償却累計額 69百万円

２．関係会社に対する金銭債権
預金 3,210百万円

３．関係会社に対する金銭債務
短期借入金
リース債務

2,000百万円
５百万円

－ 23 －
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（損益計算書関係）
関係会社との取引高

営業取引による取引高
関係会社受取配当金 8,454百万円
関係会社受入手数料 1,379百万円
販売費及び一般管理費 789百万円

営業取引以外の取引による取引高
受取利息 ０百万円
支払利息 ２百万円

（株主資本等変動計算書関係）
自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：千株）
当事業年度期首株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末株式数 摘 要

自 己 株 式

普 通 株 式 8,861 0 0 8,861 (注)

合 計 8,861 0 0 8,861

（注）当事業年度における自己株式の増減は、単元未満株式の買取りによる増加及び単元未満株式
の買増請求による減少であります。

（税効果会計関係）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。

繰延税金資産
繰越欠損金 43百万円
繰延資産 5百万円
ソフトウェア 3百万円
一括償却資産 2百万円
その他 4百万円

繰延税金資産小計 59百万円
評価性引当額 △12百万円
繰延税金資産合計 47百万円
繰延税金負債合計 －百万円
繰延税金資産の純額 47百万円
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（関連当事者との取引に関する注記）
１．親会社及び法人主要株主等

　該当ありません。

２．子会社及び関連会社等
（単位：百万円）

種 類 会社等の名称 所 在 地 資 本 金 又
は 出 資 金

事業の
内 容

議決権の所有
（被所有）割合

関連当事者
と の 関 係 取 引 の 内 容 取引金額 科目 期末

残高

子会社

株式会社
肥後銀行

熊本市
中央区 18,128 銀行業 所有直接

100％

経営管理・
役 員 の 兼
任、出向者
の受入

経 営 管 理 料
の受取(注1) 700 － －

配当金の受取 4,227 － －

出向者人件費
の支払(注2) 357 － －

株式会社
鹿児島銀行 鹿児島市 18,130 銀行業 所有直接

100％

経営管理・
役 員 の 兼
任、出向者
の受入

経 営 管 理 料
の受取(注1) 679 － －

配当金の受取 4,227 － －

出向者人件費
の支払(注2) 334 － －

上記の取引金額には消費税等が含まれておりません。
取引条件及び取引条件の決定方針等
注１．経営管理料は、当社の経営活動に必要な諸経費として合理的に見積もられた金額

に基づき算定しております。
２．出向者人件費は、出向元の給与を基準に双方協議の上決定しております。

３．兄弟会社等
　該当ありません。

４．役員及び個人主要株主等
　該当ありません。

（１株当たり情報）
１株当たりの純資産額 1,002円17銭
１株当たりの当期純利益金額 18円33銭
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